ソーシャルワーク実習に関する調査票・課題レポート
· ソーシャルワーク実習は、社会福祉の現場で働くソーシャルワーカーや福祉の支援を受けているクライエントの方達の協力のもとで実施します。実習生は日本大学を代表する者として、ソーシャルワーカーやクライエントから見られる対象となりますので、社会福祉士になりたいという強い意欲と実習に向けた継続的な努力が必要となります。
· 学生の自己都合による実習辞退は認めません。しかし上記の理由により、意欲が低い・継続的な努力が足りないと学科で判断した学生に対しては実習を断念してもらうことがあります。
· こうした背景から、最初の段階でのソーシャルワーク実習への意欲を確認するために、調査票と課題レポートの提出を求めます。これをもとに、12月6日（土）に、希望者全員と面談を実施します。
· 以下の様式や課題の指示を読み、1年生前期までの取得単位数、GPA、後期の履修状況、自身が関心を持つ社会的課題、実習を受講し社会福祉士を目指す動機・理由を記してください。
· 提出締め切りは11月14日（金）12:00(厳守)です。提出先は社会福祉学科事務室です。提出が遅れた場合実習には参加出来ません。

○氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
○学籍番号　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
◯メールアドレス               　　　     　               
○前期終了時点での取得単位数：        　　単位
○前期終了時点でのGPA（履修済みの全科目）：           
◯必修・指定科目成績（S A B C D Eで記入。履修中の場合は△を、未履修の場合は未を記載すること）
	◎自主創造の基礎
	

	◎学問の扉
	

	◎＊ソーシャルワークの基盤と専門職
	

	◎＊ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）
	

	◎＊社会福祉概論１
	

	◎＊社会福祉概論２
	

	◎福祉社会キャリアデザイン１
	

	[bookmark: _GoBack]◎福祉社会キャリアデザイン２
	

	＊社会理論と社会システム
	

	＊児童福祉論
	

	＊障害者福祉論
	

	＊高齢者福祉論
	

	＊貧困に対する支援
	

	＊心理学理論と心理的支援
	


◎：必修科目　＊：国家試験指定科目
課題レポート
学生番号：　　　　　　　　　
氏名：　　　　　　　　　
　　
【課題】あなたが関心を持つ社会的課題を挙げ、これと関連付けて、ソーシャルワーク実習を受講し社会福祉士を目指す動機・理由を1600字程度で述べなさい。なお本文の文末に字数を記載すること。
（参考文献リストも字数に含む。ページ数は問わない。片面印刷で提出）
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